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大阪大学
公式キャラクター

「ワニ博士」

〒565-0871　大阪府吹田市山田丘１-１
TEL 06-6877-5111

Financial Report 2017

こちらから
スタート

ほ
ぅ！

阪
大
の

会
計
収
支
は

こう
な
って

い
た
の
で
す
ね
。

運営費交付金　　　　　　　　　 438 (466)
(24)
(73)

(385)
(48)

(310)

(13)

(1,486)

(1)
(30)

(1)
(1)

(128)

施設整備費補助金 21
補助金等収入　　　　　　　　　 65
授業料、入学料及び検定料収入 128
附属病院収入　　　　　　　　　 398
雑収入（研究関連収入、財産処分収入含む） 48
産学連携等研究収入
及び寄附金収入等 333
以下、その他内訳
　大学改革支援・
　学位授与機構施設費交付金 1
　引当金取崩 2
　長期借入金収入 17

1,457

区　　分 金　額
（単位：億円）

（ ）書きは前年度実績

計

　目的積立金取崩 6
　出資金 ー

大阪大学の収入額（受入額） －決算報告書（収入）－国立大学法人に特有の会計

平成28年度 1,457億円

平成16年度 1,197億円

1,197億円     1,457億円

553億円     438億円

受入額の総額は増加

運営費交付金は減少

一方で

教育・研究活動を維持するために、引き続き

・経費節減
・継続的な活動資金 （外部資金）の
  獲得
に努めていかないといけないんですね。

大学の活動規模は大きくなりましたが、教職員の給
与や施設・設備の整備など活動の根幹を支える財源
である運営費交付金や補助金の減額により、
大学の運営が年々厳しい状況となっています。

平成16年度（法人化初年度）
と比べると・・・

国立大学法人は民間企業と異なり、
 ・主たる業務が教育・研究である
 ・利益の獲得を目的としていない
そのため、民間企業とは異なる基準（国立大学法人会計基準）に
基づき、財務諸表等を作成しています。

民間企業ルール 国立大学法人ルール

通常の活動を行った場合は、基本的に損益が均衡

≠

=費 用 収 益

決算上利益が生じた際には、民間企業
とは異なる処理を行います。

国立大学法人大阪大学の詳しい
財務情報や活動内容については、ホームページ
（http://www.osaka-u.ac.jp/）をご覧ください！

企業とは単純に

比べられないんですね。

ご協力を

お願いします

大阪大学は、平成２１年５月に「大阪大学未来基金」を設置し、大学自らが募
金活動を行っております。そして、平成２５年１０月から、創立１００周年を迎
える２０３１年に向けて、“創立１００周年ゆめ募金”を開始しました。
将来の大阪大学の研究活動の推進や、未来の阪大生の人材育成に活用する
ほか、現在の学生や研究者の教育研究環境の充実のために還元しています。

大阪大学未来基金 “創立 10 0周年ゆめ募金”

国 際 交 流
海外留学費用の援助、
外国人留学生への奨学金

学 生 支 援
積極的な学生への
　顕彰・助成

社 会 貢 献
大阪大学シンポジウムの

開催サポート

研 究 者 支 援
学会への派遣など
若手研究者への支援

活用
事例

www.miraikikin.osaka-u.ac.jp

詳細はウェブページをご覧ください。
大阪大学未来基金 検索

?平成28事業年度国立大学法人大阪大学
財務レポート2017

ワニ博士が
解説！

大阪大学財務部資産決算課発行：

その他
24%

自己収入の割合が、
国からの割合を
上回った最初の
年度になりました。

（ ）書きは前年度実績

国から
36%

自己収入
39%

その他
25%

運営費交付金
438億円
30%

施設整備費補助金
21億円
2%

補助金等
65億円
4%

授業料、
入学料及び
検定料収入
128億円
9%

附属病院収入
398億円
27%

雑収入
48億円
3%

産学連携等研究収入
及び寄附金収入等
333億円
23%

その他
26億円
2%

運営費交付金
553億円
46%

施設整備費補助金 14億円1%

授業料、入学料及び
検定料収入

10%

附属病院収入
224億円
19%

雑収入雑収入
11億円11億円
1%1%

産学連携等研究
収入及び寄附金
収入等

247億円
21%

その他
21億円21億円2％2％

国から
47%自己収入

30%

その他
23%

126億円



資産の部

2,225

1,124

54

96

641

4,652

負債の部

資産見返負債 524
大学改革支援・
学位授与機構債務負担金 19

長期借入金 119

運営費交付金債務 1

寄附金債務 185

未払金 220

その他負債 118

負債合計 1,189

純資産の部

資本金 2,846

資本剰余金 107

利益剰余金 509

　うち当期未処分利益 30

純資産合計 3,463

負債・純資産合計 4,652

(2,225)
(566)
(39)

(114)
(-)

(176)
(225)
(82)

(1,204)

(2,846)
(146)
(487)
(80)

(3,480)
(4,684)

(1,152)

(56)

(331)

(223)

(103)

(591)

(4,684)

290

219

土地

建物

構築物

その他固定資産

流動資産

資産合計

工具・器具
及び備品

図書

経常費用
人件費 606

教育研究経費 271

診療経費 263

受託研究費等 196

一般管理費 39

その他 7

経常費用合計 1,385

臨時損失 -

費用計 1,385

当期総利益 30

計 1,415

経常収益
運営費交付金収益 435

学生納付金収益 128

附属病院収益 398

受託研究等収益 207

補助金等収益 60

寄附金収益 46

その他 132

経常収益合計 1,409

臨時利益 0 (38)

収益計 1,409

目的積立金取崩 6 (0)

計 1,415 (1,487)

（単位：億円）

(600) (461)

(123)

(388)

(216)

(64)

(44)

(148)

(1,449)

(1,407)

(80)

(1,487)

(299)

(247)

(205)

(39)

(13)

(1,407)

(0)

(1,487)

国民の皆様、
ありがとうございます

大阪大学の利益　－利益の処分に関する書類－

業務実施コスト計算書
大阪大学が国民の皆様に負担して頂いているコスト

大阪大学の資産と負債　－貸借対照表－ 大阪大学の運営状況　－損益計算書－

業務費用
その他のコスト　　　　　

541 (560)
61 (64)
603 (625)

（　）書きは前年度実績

区　　分

計

金　額

（単位：億円）

国民一人当たりだと

資産は増加(教育・研究・診療を行うための建物  
等が増加しています)
負債は減少(主に債務負担金が減少しています)
教育・研究に必要な施設については国からの施設
整備費補助金等により整備しながら、
法人化前の附属病院に係る借金である債務負担
金についても滞りなく返済しています。

『地域に生き世界に伸びる』をモットーとして、
更なる進化・発展に努めていかねばなりませんね。

お金が

かかるんですね。

475円

（単位：億円）（ ）書きは前年度実績 （ ）書きは前年度実績

建物や器具・備品等などの固定資産の減少(資産△８２億円)
建物や設備などの固定資産において、更新ができなかったことに伴い老朽化が進む
傾向が見られます。

教育研究経費(経常費用△２７億円)／運営費交付金収益(経常収益△２６億円)
運営費交付金を財源とする当期交付額の減少や建物や設備などの固定資産
における更新ができなかったことに伴う減価償却費の減少など
診療経費(経常費用＋１５億円)
診療に係る材料や委託費などの費用の増

主な増減要因
主な増減要因

・

資産見返負債の減少(負債△４１億円)
国立大学法人特有の会計ルール(損益均衡)に基づき計上される負債の減少
・

・

・

平成１６年度(法人化初年度)と比べると・・・
・ 経常費用、経常収益ともに増加

大阪大学の活動規模は大きくなっていますが、財
源別に見ると運営費交付金の減少を
受託研究や補助金などを活用して補完する状況
となっています。

平成１６年度(法人化初年度)と比べると・・・
・

・

利益処分額
（総利益）
30.4億円

【構造上の利益】
（非資金性）
23.0億円

附属病院に係る借入金の元金

減価償却費の額との差
など

【実質的な利益】
（資金性）

自己収入の増及び
物件費の経費節減による
剰余金

7.4億円

積立金

目的積立金

返済額と見合いの固定資産の

(文部科学大臣へ申請)

国立大学法人（特に附属病院を持つ大学）は、
決算上非資金性の（現金の無い）利益が生じます。
一言に「利益」と言っても、民間企業における
利益（儲け）とは性質が違うんですね。

土地土地
52.0%52.0%

建物建物
22.4%22.4%

工具・器具及び備品工具・器具及び備品
8.6%8.6%

47.8%47.8%

24.2%24.2%

6.3%6.3%

4.7%4.7%

13.7%13.7%

図書図書 7.4%7.4%

流動資産流動資産6.8%6.8%

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

47.5%47.5%

24.6%24.6%

7.1%7.1%

4.8%4.8%

12.6%12.6%

資産の部の推移

その他固定資産 その他固定資産 1.3%1.3% 2.2%2.2% 2.1%2.1%

建築物建築物 1.6%1.6%
1.2%1.2% 1.2%1.2%

平成２８年度平成１６年度 平成２７年度
400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

資産見返負債資産見返負債
37.5%37.5%

大学改革支援大学改革支援
・学位授与機構・学位授与機構
(旧財経センター)(旧財経センター)
債務負担金債務負担金
29.4%29.4%

長期借入金長期借入金
10.2%10.2%

寄附金債務寄附金債務
6.6%6.6%

未払金未払金
13.3%13.3%

その他負債その他負債

平成１６年度

単位：億円 負債の部の推移

47.0%47.0%

9.5%9.5%

3.2%3.2%

14.7%14.7%

18.7%18.7%

6.9%6.9%

平成２７年度

44.1%44.1%

10.1%10.1%

15.6% 15.6% 

18.6%18.6%

9.9%9.9%

平成２８年度

1.6%1.6%

運営費交付金債務 運営費交付金債務 0.5%0.5%

単位：億円

2.4%2.4%

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

単位：億円

30.9%30.9%

運営費交付金収益運営費交付金収益
46.6%46.6%

9.1% 9.1% 

学生納付金収益学生納付金収益
12.9%12.9%

28.3%28.3%
附属病院収益附属病院収益
20.9%20.9%

14.7%14.7%

受託研究等収益受託研究等収益
7.4%7.4%

4.3% 4.3% 

寄附金収益寄附金収益 3.3%3.3%

3.3%3.3%

その他その他 8.7% 8.7% 

9.4% 9.4% 

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

平成１６年度 平成２７年度 平成２８年度

人件費人件費
50.7%50.7%

教育研究経費教育研究経費
21.0%21.0%

診療経費診療経費
15.2%15.2%

8.4%8.4%

2.5%2.5%
2.2%2.2%

平成１６年度

42.7%42.7%

21.3%21.3%

17.6%17.6%

14.6%14.6%

平成２７年度

43.8%43.8%

19.6%19.6%

19.0%19.0%

14.2%14.2%

平成２８年度

経常費用の推移

受託研究費等受託研究費等
一般管理費一般管理費
その他その他

1.0%1.0%
2.8%2.8% 0.5%0.5%

2.9%2.9%

単位：億円

31.9%31.9%

8.5%8.5%

26.8%26.8%

14.9%14.9%

4.5% 4.5% 
3.1%3.1%

10.3% 10.3% 

経常収益の推移

補助金等収益補助金等収益
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